
     エール 
発達・教育支援センターの
支援体制について 

「エール」 
  日野市発達・教育支援センター 



「エール」の開設 
   

     平成26年4月 
 
 
 
０歳～１８歳までの、発達面、行動面、学校生活面において支援
を必要とする子供、 子供の育ちについて不安のある保護者、関係機
関に対し、福祉分野と教育分野が一体となって切れ目のない支援、
総合的な相談や支援を実施 

エール（日野市発達・教育支援センター） 



 センターの３つの特徴  

①発達や教育に係る相談・支援の窓口が一本化し、 
  わかりやすい相談体制としました。 
   「発達支援課」と「教育支援課」を設置 
 
 

②福祉と教育の連携による切れ目のない支援を実施し 
  ます。 
   
③多様な専門職による総合支援を実施します。 
 （心理士、言語聴覚士、作業療法士、保健師、就学相談員 
  特別支援教育総合コーディネーター、スクールソーシャル  
  ワーカーなど） 



■ 

センターの支援体制 

 
特別支援教育 

 
●就学・進学相談 
●入級・転学相談 
●特別支援教育 
 
 
【支援スタッフ】 
特別支援教育総合コーディネー
ター 
就学相談員 

 
  
 
   

 
 
 
 

教育支援課 発達支援課 

 
発達相談・支援 

 

 ●専門指導 
 ●トレーニング 
 ●児童発達支援事業   
 
 
【支援スタッフ】 
 
言語聴覚士作業療法士・ 
保育士 等 
 
   

 
 
 
 

総合相談 
支援 

 
 
●心理相談 
●かしのきシート 
●不登校など困難
ケースへの支援 
 
【支援スタッフ】 
 
心理士、保健師 
スクールソーシャルワー
カー 
 

発達・教育支援システムでカルテを一本化して情報を共有 



センターの相談支援体制 

保護者、関係機関 

センター総合相談受付 
 

★保健師・臨床心理士・特別支援教育総合 
    コーディネーターが相談に対応 
  ★適切な相談担当及び必要な支援につなぐ 

就学相談 

心理相談 医師、保
健師によ
る相談 

福祉と教育
の相談窓口
を一本化 



かしのきシート 

エールを中心に作成する福
祉と教育が一体となった「個
別の支援計画」 
 
 

○内容 
子どもの成長記録やサポート内容
を１年ごとに１枚のシートにまと
め、保護者同意の上で記録、保存
、引き継ぎ 
 
○関係機関 
エール、保育園、幼稚園、小・中
学校、学童クラブ、高等学校等 

「かしの木」は日野市の市木 
常緑樹で大きな木になり実もつ
ける。成長を願って保護者が命
名 



■個別の教育支援計画（学校生活支 
 援シート） 
■就学支援シート 
 （幼稚園・保育園から小学校へ） 
■進学支援シート 
 （小学校から中学校へ） 
※就学時、進学時の一時的利用も可 

かしのきシートに 
含まれるもの 

■エールで支援を受けている方 
 
■市立小・中学校の特別支援学級  
 （固定学級、通級指導学級、特 
  別支援教室）に在籍する方 
 
■市内特別支援学校に在籍する方 
 
■その他、保護者が希望をする方 
 で、かしのきシートの利用が必 
 要な方            

かしのきシート利用者 

かしのきシートの導入について 

市内在住で、０歳～１８歳までの発達面、行動面、 
学校生活面において支援を必要とする子供 



就学支援シート 

教育支援計画（小１） 

教育支援計画（小２） 

教育支援計画（小３） 

教育支援計画（小４） 

教育支援計画（小５） 

教育支援計画（小６） 
進学支援シート 

教育支援計画（中１） 

教育支援計画（中２） 

教育支援計画（中３） 

福祉と教
育が一体
となり「か
しのきシー
ト」を電子
システムに
より運用 

＜発達・教育支援システム＞ 
 個別の支援計画であり、個別の教育支援計
画及び就学・進学支援シートを兼ねる 

「かしのきシート」による切れ目のない支援 

３歳児シート 

４歳児シート 

５歳児シート兼 
就学支援シート 

小１シート 

小２シート 

小３シート 

小４シート 

小５シート 

小６シート兼 
進学支援シート 

中１シート 

中２シート 

中３シート 

中学卒業以降シート 

これまでの支援情報 

＜福祉関係＞ 
かしのきシート 

（個別の支援計画） 

＜教育関係＞ 
個別の教育支援計画 

 就学・進学支援シート 

かしのきシート 

３歳児シート 

４歳児シート 

５歳児シート兼 
就学支援シート 

小１シート兼教育支援計画 

小２シート兼教育支援計画 

小３シート兼教育支援計画 

小４シート兼教育支援計画 

小５シート兼教育支援計画 

小６シート兼教育支援計画 
進学支援シート 

中１シート兼教育支援計画 

中２シート兼教育支援計画 

中３シート兼教育支援計画 

中学卒業以降シート 

エール
による
移行支
援 

エール
による

移行支
援 

エール
による
移行支
援 

エールを中心とし、関係機関との連携による幼児期から学校卒業後までの切れ目のない支援
情報の共有と活用 



かしのきシート作成状況 

5人 
11人 

79人 

960人 

H29.9.1現在 
 

1,049人 



 かしのきシートの引き継ぎ状況 
  （平成29年度入園・入学） 

保育園 
幼稚園 

引き継ぎ 

学童クラブ 
引き継ぎ 

小学校 
引き継ぎ 

中学校 
引き継ぎ 

高校 
引き継ぎ 

移行 
児童数 

 
３３名 

 
１０名 

 
１６６名 

 
１００名 

 
２７名 

■高校、市外施設へは電子システムでの引き継ぎはでき 
 ないため、紙シートで引き継ぎを実施 
■紙シートの場合には、エールが引き継ぐか保護者が引き 
 継ぐかを、保護者が選択 



発達・教育支援システムの 
ご紹介 



●システム稼働に至るまでの経過 



外部拠点との 
情報共有 

１．利用者情報管理機能（台帳/名簿） 
  ➢ 氏名、住所、生年月日、エール利用サービス情報 など 
   ※福祉と教育で個別管理していた利用者情報を一元的管理 

●発達・教育支援システムの３大機能 

２．個別帳票支援管理機能（かしのきシートの移行支援） 
  ➢ およそ40シートの作成と情報の利活用 など 
   ※市内統一様式による一貫性のある支援、瞬時の情報移行を実現（現1000名） 

３．日常記録管理機能（カルテ） 
  ➢ 臨床心理士等による相談・指導、支援方針等の記録 など 
   ※専門職単位で分散管理されていた記録を完全共有 



●システムのネットワークイメージ 

データセンター 

aくん 

bさん 

Ａ小学校 

Ｂ小学校 

自所属の子どもの情報のみ閲覧可 

拠点間のデータ閲覧はシステムが制御 

➢ 民間拠点には「高度なセキュリティ機能のあるソフトウェア」を導入 

➢ 接続拠点全てがPC端末等に電子情報（キャッシュ）が残らないシステムを実現 

２．外部拠点間の接続イメージ 

※システムで管理する情報はコピー操作による外部持ち出しが不可、原本データを完全管理 

１．主なセキュリティ対策 



●学齢期における情報との連携について 

<背  景> 
 日野市では「個別の教育支援計画」の元となる指導計画等を校務支援システムで作成 

B A A + B 

発達・教育支援システム 校務支援システム 

CSVデータにより 
取り込み 

児童生徒のようす（実態把握） 

個別の指導計画 

個別の教育支援計画 
＝かしのきシート 

<着眼点> 
 既存の仕組みはそのまま、役立つ情報は最大限利活用し支援情報を構築 
<導入効果> 
 教員の作業負担を極力少なく、支援情報や帳票の重複作成/管理を防止 



●切れ目のない支援の普及 

第8回教育ITソリューションEXPO 
EDIXへの出展 

自治体通信Vol.11への掲載 

多くの子どもたちが共生し、活躍できる社会の実現を目指していきます。 
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